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～煌
きらめ

く海、瞳輝く、実りのまち～

No.79 10月号
●小豆島の石の文化をご紹介します
●京都大学医学部
　　　　　　小西郁生教授の記念講演 
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●飛鳥Ⅱの船内見学参加者募集
●ふるさと商工まつり開催案内
●インフルエンザ予防接種を受けましょう
●セアカゴケグモに注意！
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言
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「木下惠介監督生誕100年を記念して」
～アート＆ゴスペルナイトin小豆島から～
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小
豆
島
は
、
石
切
丁
場
と
し
て
日
本
で
唯
一
の
国
指
定
史
跡
で

あ
る｢

大
坂
城
石
垣
石
切
丁
場
跡｣
を
有
す
る
な
ど
、
古
来
か
ら
、

石
の
文
化
が
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
小
豆
島
の
石
の
文
化
を
ご
く

一
部
で
す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

小
豆
島
は
、
今
か
ら
お
よ
そ

８
０
０
０
万
年
前
の
花
崗
岩
類

の
上
に
、
約
１
５
０
０
万
年
前

か
ら
１
３
０
０
万
年
前
に
噴
出

し
た
瀬
戸
内
火
山
岩
類
が
堆
積

し
た
後
、
１
０
０
０
万
年
以
上

に
わ
た
る
浸
食
を
受
け
て
、
台

地
状
の
山
地
が
形
成
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
約
４
０
０
万
年
前

に
誕
生
し
た
人
類
の
歩
み
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
石
の
文
化

が
花
咲
い
て
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
に
は
、
祭
礼
の

見
物
席
と
し
て
壮
大
な
ス

ケ
ー
ル
を
誇
り
、
自
然
の

地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た

空
間
の
ま
と
ま
り
は
、
切

石
積
み
桟
敷
の
傑
作
と
さ

れ
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
野

外
劇
場
を
彷
彿
さ
せ
る
「
池
田

の
桟
敷
」。

　

ひ
と
つ
に
は
、
日
本
の
棚
田

百
選
に
数
え
ら
れ
、
３
０
０
年

の
歴
史
を
誇
る
農
村
歌
舞
伎
が

伝
承
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
原

風
景
と
呼
ば
れ
る
「
中
山
千
枚

田
」
の
石
垣
。

　

ひ
と
つ
に
は
、
瀬
戸
内
火
山

岩
類
の
象
徴
と
さ
れ
、
日
本
三

大
渓
谷
美
や
日
本
三
大
奇
勝
に

数
え
ら
れ
る
、
我
が
国
屈
指
の

名
勝
「
寒
霞
渓
」。

　

ひ
と
つ
に
は
、
昨
年
開
催
し

た
「
小
豆
島　

石
の
歴
史
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、
歴
史

　

８
月
下
旬
か
ら
、
岩
谷
の
天

狗
岩
磯
丁
場
な
ど
で
、
同
志
社

大
学
文
化
遺
産
情
報
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
大
坂
城
石

垣
石
の
海
底
残
石
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
で
は
、
海
底
に
残
さ
れ

て
い
る
加
工
石
が
大
坂
城
石
垣

の
残
石
で
あ
る
か
の
確
認
や
分

布
の
状
況
等
を
潜
水
に
よ
っ
て

確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
船
積
み
の
遺
構
の
可

能
性
が
あ
る
「
か
も
め
石
」
な

ど
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て

き
た
巨
石
の
運
搬
方
法
や
積
み

岩
谷
の
天
狗
岩
磯
丁
場
で
、
大
坂
城
石
垣
石

岩
谷
の
天
狗
岩
磯
丁
場
で
、
大
坂
城
石
垣
石

の
海
底
残
石
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

の
海
底
残
石
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

出
し
の
実
態
を
解
明
し
て
い
き

ま
す
。　

　

11
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
そ
の
結
果
を
中
間
発
表
し

ま
す
。

小
豆
島
の
石
の
文
化

小
豆
島
の
石
の
文
化

〜
地
球
の
恵
み
〜　

海
と
大
地
と
人
々
が
創
造
し
た
瀬
戸
内
の
石
文
化

を
ご
紹
介
し
ま
す

文
化
遺
産
と
し

て
世
界
的
な
価

値
が
証
明
さ
れ

た
「
大
坂
城
の

石
垣
石
切
丁
場

跡
」
と
、
今
も

島
の
大
切
な
産

業
と
し
て
動
き

続
け
る
東
海
岸

の
石
切
丁
場
。

　

ひ
と
つ
に
は
、
古
来
、
人
々

の
生
活
と
田
畑
を
守
り
続
け
、

総
延
長
１
２
０
キ
ロ
に
及
ぶ
こ

と
か
ら
島
の
万
里
の
長
城
と
呼

ば
れ
る
「
猪
鹿
垣
」。

な
ど
で
す
。

海中で発見された加工石岩谷石切丁場跡の天狗岩

寒霞渓の松茸岩

池田の桟敷

中山千枚田
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本
町
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
石

の
文
化
に
磨
き
を
か
け
、
島

の
元
気
づ
く
り
を
め
ざ
す
「
小

豆
島　

石
の
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
基
調

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
石
の
文
化
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
石
の

文
化
の
拠
点
を
巡
る
「
ジ
オ
サ

イ
ト
探
訪
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
天
狗
岩
丁
場
跡
の
新

し
い
遊
歩
道
が
い
よ
い
よ
完
成

し
、
そ
の
通
り
初
め
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
謎
に
包
ま
れ
て
き
た
大
天

狗
岩
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
世
界
の
文
化
遺

産
を
最
新
の
情
報
科
学
に
よ
っ

て
解
明
し
て
い
る
「
同
志
社
大

学
文
化
遺
産
情
報
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
」
が
、
四
百
年
の
間
、

海
底
に
眠
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

大
坂
城
残
石
の
全
容
解
明
に
向

け
た
研
究
の
成
果
を
中
間
発
表

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

企
画
財
政
課
、
町
立
図
書
館
、

各
地
区
公
民
館
等
に
置
い
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
（
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望

形
態
）
を
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ジ
オ
サ
イ
ト
探
訪
だ
け
の
参

加
は
、
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
先
着
順
と
し
、
受
付

完
了
後
に
参
加
チ
ケ
ッ
ト
を

送
付
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
参
加
チ
ケ
ッ
ト
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り

　

10
月
26
日
㈮

主
催　

小
豆
島
町

共
催　

土
庄
町
、
国
立

　
大
学
法
人
香
川

　
大
学

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

☎
７
５
―
１
８
０
０

小
豆
島　

石
の
文
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

千種旅館

民宿 丸山

福田幼稚園

福田港から徒歩10分

福田港
フェリー
ターミナル

福田港

福田郵便局

レンタカー

福田
八幡神社

←寒霞渓
・吉田ダ

ム

旧福田小学校
体育館

シンポジウム会場

「八日目の蟬」
　タキ写真館
　　（春日堂） 

定　員：40名程度
参加費：2,000円（昼食付き）
※集合場所や集合時間など、詳細はチケット
　に記載します。

基調講演【島と海の復権】13：15～14：00

会　場：旧福田小学校  体育館
定　員：300名程度
参加費：無料

猪鹿垣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場

大坂城残石
天狗岩丁場跡

寒霞溪

中山千枚田

池田の桟敷

八坂神社

総延長120km
に及ぶ小豆島
の万里の長城
である猪鹿垣

島の大切な産
業であり、歴
史土木遺産と
しての島石

我が国最高の
渓谷美を誇る
名勝 寒霞溪

美しい豊島石で
造られた牛の石
像が鎮座する滝
宮八坂神社

祭礼の見物席
として壮大な
スケールを誇
る池田の桟敷

日本の原風景
である中山千
枚田を支える
石垣

9：00 Start

12：00 Start

小豆島 石の文化　シンポジウム 2012年11月17日㈯～18日㈰

コーディネーター・パネリストの先生方
が現地を完全ガイド

ジオサイト探訪

17日㈯ 12：00～17：00 ジオポイント❶～❹
18日㈰ 9：00～11：00 ジオポイント⑤～⑥

シンポジウム
18日㈰ 12：15（受付開始）

北 川 フラム  
瀬戸内国際芸術祭2013
総合ディレクター

安
田
方
面
↓

～地球の恵み～ 海と大地と人々が創造した瀬戸内の石文化

1

2
3

4
5

6
◎

パネル展【大坂城残石の新調査研究発表】

パネルディスカッション
【人々の生活と石の文化】14：00～16：50

400年の時を超え、再び姿を現す大坂城海底残石群。
そして、大天狗岩の全貌がついに明らかに…
海底残石調査：同志社大学文化遺産情報科学研究センター
大天狗岩調査：㈱アース・プランニング

　島の誕生から今日まで、途方もない長い時間をかけて
育まれてきた島の石の文化。島石の特質や産業、食、芸
能、祭りなど人々の
生活に深くつながっ
てきた石の文化の魅
力について、我が国
有数のスペシャリス
トが、ひとつの物語
にして語ります。

　美しい自然と人間が交錯し交響して
きた瀬戸内の島々に活力を取り戻し、
瀬戸内海が地球上のすべての地域の
「希望の海」になることをめざして、
海と島と人々の祭典が再び始まろうと
しています。島の再生と海の復権をめ
ざす瀬戸内国際芸術祭の魅力を石の文
化を交えながら語っていただきます。

中 村 博 司
日本城郭協会
評議員

長谷川 修 一
日本応用地質学会

会員

橋 詰 　 茂
四国中世史研究会

代表

印 南 敏 秀
棚田学会
会員

佐 竹 　 昭
シシ垣ネットワーク

代表代行

↑
土
庄
方
面

吉田のしし垣
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小
豆
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
小

西
教
授
は
、
京
都
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
子
宮
頸
が
ん
、

子
宮
体
が
ん
、
卵
巣
が
ん
の
手

術
療
法
お
よ
び
化
学
療
法
な
ど

婦
人
科
腫
瘍
学
を
専
門
に
、
テ

レ
ビ
に
も
多
数
出
演
さ
れ
る
な

ど
、
婦
人
科
が
ん
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
数
多
く
の
婦
人
科
が

ん
手
術
を
行
い
つ
つ
、
卵
巣
が

ん
の
新
し
い
治
療
法
開
発
や
子小西郁生教授

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
普

及
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈯

15
時
〜

場
所　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ 

多
目
的
ホ
ー
ル

演
題　

　
　
「
現
代
の
産
婦
人
科
医
療

の
問
題
と
最
新
医
療
（
子
宮

頸
が
ん
を
中
心
に
）―
私
の

歩
ん
で
き
た
道
―
」

講
師　

　

京
都
大
学
医
学
部

　

婦
人
科
学
産
科
学
教
室

　

小
西　

郁
生
教
授

　
　
　
　
　

 （
馬
木
出
身
）

問
い
合
わ
せ
先　

内
海
病
院

　

☎
８
２
―
２
１
２
１

町
民
公
開
講
座

小
豆
島
町
出
身
、
京
都
大
学
医
学
部
婦
人
科
学
産
科
学
教
室

小
豆
島
町
出
身
、
京
都
大
学
医
学
部
婦
人
科
学
産
科
学
教
室

小
西
郁
生
教
授
の
内
海
病
院
開
院
記
念
日
記
念
講
演

小
西
郁
生
教
授
の
内
海
病
院
開
院
記
念
日
記
念
講
演

　

内
海
病
院
で
は
、
小
豆
島
町
馬
木
出
身
で
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
理
事
長
で
あ
り
、
京
都
大
学
医
学
部
婦
人
科
学
産
科
学
教
室
の

小
西
郁
生
教
授
を
お
迎
え
し
、
開
院
記
念
日
の
行
事
と
し
て
、
公

開
講
座
（
記
念
講
演
）
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
2
日
、
小
豆
島
ふ
る
さ

と
村
で
、
す
く
す
く
子
育
ち
応

援
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
第
1
部
に
香
川

短
期
大
学
名
誉
学
長
北き

た

川が
わ

博ひ
ろ

敏と
し

さ
ん
に
よ
る
「
オ
リ
ー
ブ
は
宝

物
〜
こ
ど
も
の
健
康
の
た
め
に

〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

こ
ど
も
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

の
た
め
に
オ
リ
ー
ブ
を
使
っ
た

料
理
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
神
戸
常
磐
大
学
教

育
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
准
教

授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ北川博敏さんの講演

ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
小こ

崎ざ
き

恭や
す

弘ひ
ろ

さ
ん
の「
家
庭
の
子
育
ち
・

地
域
の
子
育
ち
〜
み
ん
な
で
子

育
ち
を
考
え
よ
う
〜
」
と
題
し

た
講
演
で
は
、
自
ら
の
保
育
士

と
し
て
の
経
験
や
、
実
際
に
育

児
休
暇
を
取
得
し
て
、
育
児
を

さ
れ
た
経
験
を
楽
し
く
話
さ
れ

る
な
ど
、
子
育
て
・
子
育
ち
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
貴
重
な

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
の
後
に
は
、
小
豆

島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
オ
リ
ー
ブ

健
康
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
る
な

ど
、
参
加
者
は
楽
し
い
1
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

小崎恭弘さんの講演

小
西
郁
生
教
授
の
略
歴

１
９
５
２
年　

小
豆
島
町

馬
木
生
ま
れ（
小
西
薬
局
）

１
９
６
４
年　

苗
羽
小
学
校
卒
業

１
９
６
７
年　

内
海
中
学
校
卒
業

１
９
７
０
年　

高
松
高
校
卒
業

１
９
７
６
年

　

京
都
大
学
医
学
部
卒
業

１
９
８
８
年

　

京
都
大
学
医
学
部
で
博
士
号

取
得

１
９
９
２
年

　

米
国
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
医
科
大

学
留
学

１
９
９
９
年
〜
２
０
０
７
年

　

信
州
大
学
医
学
部
産
科
婦
人

科
教
授

２
０
０
７
年　

10
月
〜

　

京
都
大
学
医
学
部
婦
人
科
学

産
科
学
教
授

所
属
学
会
・
認
定
・
資
格

日
本
産
科
婦
人
科

学
会
（
理
事
長
）

日
本
癌
治
療
学
会
（
理
事
）

日
本
癌
学
会
（
評
議
員
）

日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会

　
（
理
事
、
婦
人
科腫瘍

専
門
医
）

日
本
周
産
期
・
新
生
児
学
会

（
評
議
員
）

国
際
婦
人
科
癌
学
会

　
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
会
委
員
）

米
国
癌
学
会（
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
、会
員
）

〜
み
ん
な
で
子
育
ち
を
考
え
よ
う
〜

す
く
す
く
子
育
ち
応
援
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

す
く
す
く
子
育
ち
応
援
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

い
く
お
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小
豆
島
が
元
気
で
あ
る
た
め

に
は
、
食
品
産
業
を
は
じ
め
と

す
る
地
場
産
業
が
活
性
化
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
若
者
が

定
着
で
き
る
就
労
の
場
を
提
供

で
き
る
産
業
に
脱
皮
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

小
豆
島
に
優
れ
た
文
化
、
伝

統
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
は
、

醤
油
、
佃
煮
、
素
麺
な
ど
の
地

場
産
業
が
し
っ
か
り
し
て
い
た

か
ら
で
す
。
先
進
地
か
ら
技
術

導
入
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
こ

に
創
意
工
夫
を
加
え
て
生
産

し
、
京
阪
神
な
ど
の
販
路
開
拓

も
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
日
の
小
豆
島
が
あ
る
の

は
、
進
取
の
気
概
に
満
ち
た
先

達
が
い
た
お
か
げ
で
す
。
小
豆

島
が
人
口
減
少
に
苦
し
み
な
が

ら
も
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
て

い
る
の
は
、
先
達
た
ち
が
築
い

た
地
場
産
業
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
地
場
産
業
は
、
今
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
、
縮
小
、

競
争
激
化
な
ど
に
よ
り
、
厳
し

い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
な
ん
と

し
て
も
、
明
治
の
草
創
期
の
よ

う
に
、
も
う
一
度
、
地
場
産
業

を
活
性
化
し
、
地
力
の
あ
る
企

業
群
が
集
積
し
、
活
躍
す
る
小

豆
島
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

地
場
産
業
を
活
性
化
し
よ
う

と
、
小
豆
島
産
業
振
興
・
環
境

技
術
会
議
（
富
田
孝
之
輔
会
長
）

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
ト

吉
の
商
品
開
発
責
任
者
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
香
川
短
期
大
学
竹

安
宏
匡
教
授
の
講
演
の
開
催
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
一
方
的
な
講
演
で

は
な
く
、
よ
り
実
践
的
な
も
の

に
な
る
よ
う
、（
財
）
日
本
食

品
分
析
セ
ン
タ
ー
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
審

査
課
長
の
齋
藤
紀
子
さ
ん
か
ら

「
食
品
表
示
の
ア
ウ
ト
と
セ
ー

フ
」
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た

う
え
で
、
企
業
か
ら
の
個
別
相

談
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

竹
安
教
授
、
太
田
地
域
振
興
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
発
酵
食
品
研
究

所
末
沢
所
長
も
応
援
に
加
わ
り

ま
し
た
。

　

地
場
産
業
の
活
性
化
は
、
究

極
の
と
こ
ろ
は
、
一
社
一
社
の

企
業
家
精
神
の
発
揮
に
か
か
っ

て
い
ま
す
が
、
小
豆
島
と
し
て

束
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
も

不
可
欠
で
す
。
行
政
の
役
割
は
、

企
業
の
か
か
え
る
課
題
に
対
し

て
側
面
支
援
を
し
た
り
、
基
盤

整
備
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

企
業
も
、
行
政
も
、
研
究
機

関
も
、
大
学
も
、
み
ん
な
が
一

体
と
な
っ
て
、
小
豆
島
の
地
場

産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
９
月
２
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
品
の
微
生
物
管
理
に
お
い

て
、
一
般
生
菌
数
な
ど
菌
数
の

多
寡
を
調
べ
る
こ
と
は
簡
便
か

つ
有
効
な
方
法
で
す
。

　

し
か
し
微
生
物
に
は
、
醤
油

酵
母
や
乳
酸
菌
な
ど
有
益
な
も

の
、
逆
に
病
原
菌
な
ど
有
害
な

も
の
が
存
在
し
、
そ
の
性
質
は

種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

そ
の
種
類
を
知
る
こ
と
（
同
定

と
い
い
ま
す
）
は
重
要
で
す
。

特
に
腐
敗
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
原
因
微
生

物
の
同
定
は
、
対
策
を
立
て
る

上
で
も
有
益
で
す
。
と
こ
ろ
が

従
来
手
法
に
よ
る
同
定
は
、
経

験
と
時
間
が
必
要
で
し
た
。

　

今
回
研
究
所
で
は
、
現
在
主

流
で
あ
る
遺
伝
子
に
よ
る
微
生

物
同
定
方
法
を
導
入
し
、
従
来

法
よ
り
迅
速
に
精
度
良
く
同
定

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
例
で
す
が
、
あ
る
佃
煮
か

ら
写
真
の
微
生
物
が
検
出
さ

れ
、
遺
伝
子
解
析
に
よ
り
醤
油

の
後
熟
酵
母
の
１
つ
で
あ
る
カ

ン
ジ
ダ 

バ
ー
サ
チ
ル
ス
と
一
週

間
で
同
定
し
ま
し
た
。
こ
の
微

生
物
は
無
害
で
す
が
、
増
殖
に

よ
る
ガ
ス
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
熱
に
弱
い
の
で
、

加
熱
工
程
後
の
混
入
が
疑
わ
れ

る
な
ど
再
発
防
止
へ
の
情
報
も

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
対
象
と
な
る
微
生

物
や
そ
の
状
態
に
よ
り
難
し
い

場
合
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

更
に
有
効
な
も
の
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
『
地
場
産
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
』

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

「
加
工
食
品
中
の
微
生
物
検
出
法
と
同
定
に
つ
い
て
」

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

主
任
研
究
員

尾　

路　

一　

幸
Vol.21

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

地場産業活性化セミナー

検出された微生物
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社
会
教
育
課
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
生
き

が
い
を
持
ち
充
実
し
た
毎
日
を

送
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
体
育
事

業
や
文
化
事
業
な
ど
の
各
種
事

業
、
ま
た
、
公
民
館
・
図
書
館

等
を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん

の
施
設
の
運
営
・
管
理
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
の

大
き
な
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
特
に
高
齢
の
方
に
熱
烈
な

フ
ァ
ン
の
多
い
、「
大
相
撲
小

豆
島
オ
リ
ー
ブ
場
所
」
を
10
月

23
日
に
土
庄
町
フ
レ
ト
ピ
ア

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

琴
勇
輝
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
横
綱
白
鵬
を
筆
頭
に
十
両

力
士
以
上
の
関
取
約
70
人
を
は

じ
め
、
若
手
力
士
や
行
司
、
床

山
等
、
総
勢
２
５
０
人
の
体
制

で
小
豆
島
に
や
っ
て
き
ま
す
。

小
豆
島
で
の
開
催
は
、
27
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ん
に
入
場
券
を
購
入

い
た
だ
き
、
鋭
意
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
場
所
は
、
午
前
８

時
か
ら
の
公
開
稽
古
を
は
じ

め
、
土
俵
入
り
や
取
り
組
み
、

ま
た
地
元
小
中
学
生
と
人
気
力

士
と
の
稽
古
や
初
切
相
撲
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で

午
後
３
時
頃
ま
で
行
い
ま
す
。

　

公
開
稽
古
で
は
、
ご
当
地
力

士
の
琴
勇
輝
は
、
皆
さ
ん
の
期

待
通
り
、
横
綱
白
鵬
関
に
十
分

に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
土
俵
入
り
や

取
り
組
み
で
は
、
横
綱
土
俵
入

り
を
は
じ
め
本
番
さ
な
が
ら
に

行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
場
所
と

違
い
体
育
館
で
行
う
地
方
巡
業

は
、
観
客
席
に
段
差
が
な
い
分
、

目
の
前
を
力
士
が
行
き
来
し
ま

す
の
で
、
本
場
所
で
は
味
わ
え

な
い
地
方
巡
業
な
ら
で
は
の
力

士
と
の
親
近
感
や
迫
力
も
味
わ

え
ま
す
の
で
、
十
分
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
場
所
の
開

催
が
実
現
し
た
の
は
、
琴
勇
輝

の
師
匠
、
佐
渡
ケ
嶽
親
方
か
ら

ご
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
が
、
何
と
い
っ
て
も

こ
れ
ま
で
の
琴
勇
輝
の
頑
張
り

に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
こ

の
巡
業
を
励
み
に
し
て
上
を
め

ざ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
頑

張
っ
て
く
れ
る
も
の
と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
席
は
す
で
に
売
切
れ
ま

し
た
が
、
２
階
自
由
席
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、
10
月
23

日
は
、
会
場
ま
で
お
越
し
の
う

え
、
大
相
撲
の
醍
醐
味
を
味
わ

う
と
共
に
、
琴
勇
輝
に
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
大
相
撲
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
場
所
開
催
！
」

　
　
　

教
育
部
社
会
教
育
課

課　

長

松　

田　

知　

巳

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
効
能
が

い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
、「
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
が
体
に
い
い
」
と
い
う
こ
と

が
、
だ
ん
だ
ん
と
認
知
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
家
庭
で
も
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
て
い
る
と
い

う
方
は
増
え
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
和
洋

を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

に
使
え
と
て
も
便
利
で
す
。
今

回
は
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ

た
簡
単
な
料
理
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
主
食
に

　

ご
飯
を
炊
く
と
き
に
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
入
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。
お
米
二
合
に
対
し
小
さ
じ

一
杯
程
度
で
つ
や
つ
や
の
お
米

が
炊
き
上
が
り
ま
す
。
混
ぜ
ず

に
早
炊
き
で
炊
く
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
お
す
す
め
は
炊
き
込

み
ご
飯
で
す
。

○
主
菜
に

　

い
つ
も
使
っ
て
い
る
サ
ラ
ダ

油
か
ら
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
変

更
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
揚
げ
物

は
か
ら
り
と
お
い
し
く
仕
上
が

り
ま
す
。
ま
た
、
揚
げ
油
に
よ

る
胸
焼
け
も
サ
ラ
ダ
油
に
比
べ

か
な
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

○
デ
ザ
ー
ト
に

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
（
エ
キ
ス

ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
）
を
ヨ
ー
グ
ル

ト
に
入
れ
て
食
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。
翌
日
の
お
通
じ
に
も
効
果

あ
り
で
す
。

　

く
せ
が
な
く
、
何
に
で
も
あ

う
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
。
食
卓
に

一
瓶
お
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
『
料
理
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
』

健
康
づ
く
り
福
祉
課

主　

査

木　

下　

京　

子
Vol.3

オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

大相撲の琴勇輝

オリーブオイルを使った料理講習会
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日
本
最
大
の
豪
華
客
船
「
飛

鳥
Ⅱ
」（
５
０
，１
４
２
総
ト
ン
）

が
10
月
22
日
に
小
豆
島
に
初
寄

港
し
ま
す
。

　

郵
船
ク
ル
ー
ズ
㈱
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
船
内
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

「
飛
鳥
Ⅱ
船
内
見
学
会
」

開
催
日
時　

10
月
22
日
㈪

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

13
時
集
合

集
合
場
所　

坂
手
港
（
客
船
ボ

　

ー
ト
で
船
内
へ
移
送
）

募
集
人
数　

30
名
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

応
募
要
領

　
　

往
復
は
が
き
に
、
行
事
名
：

「
飛
鳥
Ⅱ
船
内
見
学
会
」
と

明
記
し
、
①
郵
便
番
号
・
住

所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

③
年
齢
、
④
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
１
枚
の
は
が
き
で

２
名
ま
で
応
募
可
能
（
乳
幼

児
や
小
学
生
も
1
名
と
す

る
）
で
す
の
で
、
①
〜
④
の

項
目
は
乗
船
希
望
者
全
員
分

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
入
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
は

無
効
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

乳
幼
児
で
あ
っ
て
も
申
し

込
み
の
な
い
方
や
当
日
の
乗

船
者
が
変
更
す
る
場
合
も
乗

船
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
条
件

　
　

船
内
見
学
は
階
段
と
な
り

ま
す
の
で
、
恐
れ
入
り
ま
す

が
、
車
椅
子
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

で
の
参
加
は
出
来
ま
せ
ん
。

サ
ン
ダ
ル
等
、
足
元
に
不
安

の
あ
る
履
物
は
さ
け
て
く
だ

さ
い
。

申
込
締
め
切
り

　

10
月
10
日
㈬
（
必
着
）

　

※
当
選
通
知
は
10
月
12
日
㈮

　
（
予
定
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
６
１
―

４
４
３
４

　

西
村
甲
１
８
９
６

　

オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島
内　

小
豆
島
町
観
光
協
議
会　

　

「
飛
鳥
Ⅱ
船
内
見
学
会
」
係

宛　

☎
８
２
―
７
１
１
７

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
2

年
を
超
え
る
と
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
10
月
か
ら
3
年
間
に
限
り
、

過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、

年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ
い

て
は
、ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト（http://

w
w
w
.nenkin.go.jp

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
―

０
１
１
―
０
５
０
ま
た
は
、
高

松
東
年
金
事
務
所
（
☎
０
８
７

―
８
６
１
―
３
８
６
７
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結

果
、
後
納
制
度
に
よ
る
納
付

を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
豆
島
に
飛
鳥
Ⅱ
が
寄
港
！

小
豆
島
に
飛
鳥
Ⅱ
が
寄
港
！

船
内
見
学
参
加
者
募
集

船
内
見
学
参
加
者
募
集

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
期
限
の
延
長
）
が
始
ま
り
ま
す

　公益財団法人日本クレジットカウンセリン
グ協会では、多重債務、債務整理などに関す
る専用電話を開設し無料で応じています。
　また、高松市内に高松相談室を設け、多重
債務などに対する相談（カウンセリング）を
行っています。
●電話相談・カウンセリングの予約受付
　月～金曜日（年末年始、祝日等を除く）
　（10時～12時40分、14時～16時40分）
　相談専用電話　多重債務ホットライン
　　☎0570－051145
●高松相談室（カウンセリング）
　月１回　第４水曜日の午後（13時～16時）
　※電話（☎0570－051145）による予約制
　受付場所：香川県弁護士会館　4階会議室
　　　　　　　　　（高松市丸の内２番22号）

高松相談室の開設
̶多重債務カウンセリング事業を開始します̶

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
業
の
方
で
、

本
町
が
行
う
見
積
り
徴
収
に
参

加
希
望
の
方
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
資
格

●
小
豆
島
町
内
に
本
社
・
本
店

を
有
す
る
方

●
小
豆
島
町
税
条
例
に
定
め
る

税
の
滞
納
が
な
い
方

受
付
期
間

　

10
月
3
日
㈬
〜
5
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
４

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
見
積
り
徴
収

参
加
の
申
請
に
つ
い
て



2012.10 8

日
時　

10
月
28
日
㈰９

時
〜
16
時

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

（
イ
ベ
ン
ト
広
場
他
）

内
容　

物
産
の
販
売
、
地
場
産

業
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
等

出
店
料
等

　

テ
ン
ト
（
２
間
×
３
間
）

１
張
３
，０
０
０
円

半
張
１
，５
０
０
円

　

机　
　
　

１
台　

２
５
０
円

　

イ
ス　
　

１
脚　
　
　

50
円

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
出
店
者

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

出
店
資
格　

小
豆
島
町
内
で
商

工
業
等
を
営
む
方
、
町
内
の

団
体
等

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
募
集

　

し
ま
す
。（
出
店
料
１
，０
０

　

０
円
。
た
だ
し
、出
店
ス
ペ
ー

ス
の
み
の
提
供
に
な
り
ま

す
。
標
準
ス
ペ
ー
ス
は
、
間

口
２
・
７
ｍ
×
奥
行
３
・
６
ｍ

の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。）

申
し
込
み
方
法　

出
店
希
望
の

方
は
、
商
工
観
光
課
に
あ
る

出
店
申
込
書
で
10
月
５
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
小
豆
島
町
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
先　

商
工
観
光
課

　

☎
８
２
―
７
０
０
７

第
７
回
小
豆
島
町
ふ
る
さ
と
商
工
ま
つ
り

第
７
回
小
豆
島
町
ふ
る
さ
と
商
工
ま
つ
り

出
店
者
募
集

出
店
者
募
集

　
「
オ
リ
ー
ブ
に
よ
る
健
康
長

寿
の
島
づ
く
り
」
事
業
の
一
環

と
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
権
威

で
あ
る
横
山
教
授
を
お
招
き

し
、「
オ
リ
ー
ブ
と
食
」
に
関

す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
８
日
㈪

　

14
時
開
場

　

14
時
30
分
開
演

会
場　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
１
階

　

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル

演
題　
「
オ
リ
ー
ヴ
の
樹
の
恵

み
と
と
も
に
」

講
師　

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

　

横
山　

淳
一
教
授

参
加
料　

無
料

主
催　

小
豆
島
町
健
康
長
寿
の

島
づ
く
り
推
進
会
議

問
い
合
わ
せ
先　

オ
リ
ー
ブ
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
８

講
演
会
の
お
知
ら
せ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

10
月
27
日
か
ら
の
読
書
週
間

に
ち
な
み
、
町
内
の
小
・
中
学

生
と
高
校
生
か
ら
読
書
感
想
文

を
、
ま
た
一
般
の
方
か
ら
読
書

感
想
文
・
創
作
文
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
の
種
類

　
・
Ａ
類　

自
由
図
書

　
・
Ｂ
類　

郷
土
出
身
作
家
作
品

　
・
Ｃ
類　

創
作
・
随
筆
な
ど

　
（
俳
句
、
詩
は
除
き
ま
す
）

応
募
作
品

　

１
人
１
点

　
（
発
表
、
未
発
表
の
別
は
問

わ
な
い
。
た
だ
し
、
平
成
24

年
４
月
１
日
以
降
の
作
品
）

作
品
提
出

　
　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
は

学
校
を
通
じ
て
、
一
般
の
方

は
図
書
館
ま
た
は
、
教
育
委

員
会
、
池
田
公
民
館
に
あ
る

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
同
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　

10
月
27
日
㈯
〜

　

平
成
25
年
1
月
11
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先　

町
立
図
書
館

　

☎
８
２
―
０
２
９
１

「
第
「
第
3434
回
読
書
感
想
文
・
創
作
文
」
の
募
集

回
読
書
感
想
文
・
創
作
文
」
の
募
集

　総務省では、10月15日㈪～21日㈰を行政相談
週間と定め、さまざまな行事を実施します。
　本町では、総務大臣の委嘱を受けた行政相談
委員が行政相談所を開設し、皆さんからのご相
談に応じます。
　国の仕事やサービスなどについて、「困ってい
ることがある」、「こうしてほしい」、「苦情を申
し出たが、説明や対応に納得できない」などの
苦情や意見・要望をお持ちの方は、お気軽にご
相談ください。
日時　10月17日㈬　13時30分～16時
場所　内海庁舎第１相談室
相談委員　柏原　寛子
日時　10月22日（月）13時30分～16時
場所　池田保健センター保健指導室
相談委員　三木  洋子
問い合わせ先  総務省四国行政評価支局行政相
談課  ☎087－831－3103

　相続、登記、税金、年金などでお困りではあ
りませんか。
　国、県、町の職員のほか、弁護士、税理士、
社会保険労務士等の専門家がご相談をお聴きし
ます。お気軽にご相談ください。
日時  10月31日㈬　10時30分～15時30分
場所  土庄町立中央公民館  ２階  中会議室
問い合わせ先  総務省四国行政評価支局行政相
談課  ☎087－831－3103

「暮らしの総合行政相談所」を開設します

昨年のふるさと商工まつり

横 山 淳 一 教授

困ったら  一人で悩まず  行政相談
10月15日㈪～21日㈰は、行政相談週間



小豆島馬醉
あしび

木会

広報文芸
歌壇　小豆島
八月例会　詠草

高
き
山　

雷
火
柱
の
雨
の
中
な
す
術
も
な
く
遠
退
く
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　

堀
内　

実
男

メ
ダ
ル
取
り
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
語
り
た
る
五
輪
選
手
に
貰
ひ
泣
き
す
る　
　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

三
日
ほ
ど
朝
の
散
歩
を
休
み
た
れ
ば
は
や
稲
穂
出
て
露
の
光
れ
り　
　
　
　
　
　

山
元　

露
子

朝
夕
の
水
取
り
日
課
と
な
り
に
け
り
豪
華
な
揚
げ
羽
そ
れ
に
寄
り
来
る　
　
　
　

八
木　

慶
子

復
興
の
一
助
と
な
ら
ん
東
北
の
半
生
せ
ん
べ
い
噛
み
し
め
て
ゐ
る　
　
　
　
　
　

立
住
喜
代
子

ド
ラ
ム
缶
一
本
丸
呑
み
高
速
艇　

噯
を
洩
ら
し
出
航
オ
ー
ラ
イ　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

冬
も
や
の
動
く
や
歩
き
遍
路
来
る　
　
　
　

壺
井　

久
子

無む

黒く
ろ

子じ

の
青
き
実
転
ぶ
札
所
道　
　
　
　
　

中
村　

佳
子

着
飾
り
し
子
と
手
を
取
り
て
秋
祭　
　
　
　

山
本
登
茂
子

薄
紙
の
ご
と
く
ま
ひ
る
の
酔
芙
蓉　
　
　
　

木
下　

由
美

初
鴨
や
大
師
お
は
す
か
池
の
澄
み　
　
　
　

安
藤
マ
チ
子

稲
刈
や
鎌
音
そ
ろ
ふ
学
習
田　
　
　
　
　
　

岡
本
八
重
子

イ
ベ
ン
ト
に
知
人
と
握
手
菊
日
和　
　
　
　

中
川　

康
子

秋
の
宿
あ
と
旅
い
く
つ
露
天
風
呂　
　
　
　

岡
本　

静
子

夫
と
酌
む
加
賀
の
地
酒
や
夏
の
月　
　
　
　

浜
本　

晶
子

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書 　 名 著者名
小豆島町立
図書館
☎82－0291

2012.109

赤猫異聞
光 圀 伝
光降る丘
ナモナキラクエン
幸せの条件
奇　　貨
岳 飛 伝　２
不法愛妻家
超訳ニーチェの言葉　２
誰も知らなかったココ・シャネル
円はなぜ強いのか
生活保護３兆円の衝撃
無縁社会
そうだ、葉っぱを売ろう！
地震と噴火は必ず起こる
荻原博子の金持ち老後貧乏老後
評伝　野上彌生子
赤ちゃんとママのしあわせタッチケア
引頭佐知さんのだしとり教室
池波正太郎の江戸料理を食べる
“お疲れ女子”お助けレシピ
大人の着まわしバイブル
プロ直伝!!野球ひじ・野球肩の治し方と予防法
まっぷる　温泉＆やど中国・四国　'13

浅 田 次 郎
冲 方　　 丁
熊 谷 達 也
小 路 幸 也
誉 田 哲 也
松　浦　理英子
北 方 謙 三
デビット・ゾペティ
フリードリヒ・ニーチェ
ハル・ヴォーン
榊 原 英 資
ＮＨＫ取材班
ＮＨＫ取材班
横 石 知 二
巽　　 好 幸
荻 原 博 子
岩 橋 邦 枝
はやし　ひろこ

今月のロビー展

オリーブギャラリー10月の展示（オリーブナビ小豆島2階）

大人向け「文学賞等受賞作品図書」展　11月29日㈭まで
読書週間にあたり、各種の賞を受賞した大人向けの本を展示・貸出します。
こども向け「読書の秋　親子で一緒に楽しめる図書」展　10月28日㈰まで
お母さん、お父さんが子ども時代に読んだ本。
今でも変わらずに読まれている人気の本を展示・貸出します。ぜひご利用ください。
図書館の講座
毎月第2土曜日の10時から「古文書講座」を開講しています。
興味のある方は、お気軽に参加してください。
お問い合わせは、町立図書館（☎82－0291）まで。

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

10月の行事予定
行 事 名 日 　 時 対　象

論語を読む会
古文書講座
おはなしひとみ会
更級日記を読む会
にこにこおはなし会
読書会
（内容：「下町ロケット」　池井戸潤　著）

6日 ㈯　
13日 ㈯　
14日 ㈰　
20日 ㈯　
21日 ㈰　
21日 ㈰　

10：00～12：00
10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：00
14：00～14：30
14：00～16：00

一　　　般
〃

幼 ・ 児 童
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般

日
時　

10
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰

９
時
〜
18
時

場
所　

内
海
福
祉
会
館
２
階

主
催

　

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ
、
全

日
本
写
真
連
盟
小
豆
島
支
部

後
援

　

小
豆
島
町
文
化
協
会
、
全
日

本
写
真
連
盟
香
川
県
本
部

（幼児向き）
へんしんおんせん
ぶたさんちのおつきみ
じっちょりんとおつきさま
ポンテとペッキとおおきなプリン
ファーディとおちば

（児童向き）
野球場の一日
おかあさんの手
リックとさまよえる幽霊たち
ぼくの仕事場は富士山です

（ティーンズ向き）
パンとバラ
魔女の物語

展　示　期　間 展　示　内　容
10月15日㈪～30日㈫ 小豆島コールアイランド　俳画展
10月31日㈬～11月8日㈭ 茨木市絵画展

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ

第第
5050
回
写
真
展

回
写
真
展
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感
染
経
路

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
方
が
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス

が
空
気
中
に
広
が
り
、
そ
れ
を

吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染

し
ま
す
。

症　

状　

　

突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
が
主
で
、
の

ど
の
痛
み
、
咳
、
鼻
水
な
ど
も

み
ら
れ
ま
す
。

必
要
性
と
副
反
応

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
必
要
性
や
副

反
応
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
ま

し
ょ
う
。
気
に
か
か
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
接
種
を
受
け
る
前
に

担
当
の
医
師
や
看
護
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
診
票
は
接
種
す
る
医
師
に

と
っ
て
、
予
防
接
種
の
可
否

を
決
め
る
大
切
な
情
報
で
す
。

基
本
的
に
は
、
接
種
を
受
け
る

ご
本
人
が
責
任
を
持
っ
て
記
入

し
、
正
し
い
情
報
を
接
種
医
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

有
効
性　

　

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗

力
が
つ
く
ま
で
に
、
2
週
間
程

度
か
か
り
、
そ
の
効
果
が
十
分

に
持
続
す
る
期
間
は
約
5
か
月

間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
効

率
的
に
有
効
性
を
高
め
る
た
め

に
は
、
毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
12
月
中
旬
ま
で
に

接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

副
反
応　

　

予
防
接
種
の
注
射
跡
が
、
赤

み
を
帯
び
た
り
、
は
れ
た
り
、

痛
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
通
常
２
〜
３
日
の
う
ち

に
治
り
ま
す
。
ま
た
、
僅
か
な

が
ら
熱
が
出
た
り
、
寒
気
が
し

た
り
、
頭
痛
、
全
身
の
だ
る
さ

な
ど
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
が
、

通
常
２
〜
３
日
の
う
ち
に
治
り

ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
方　

①
明
ら
か
に
発
熱
の
あ
る
方
：

　

一
般
的
に
体
温
が
３
７
・
５

　

℃
以
上
の
場
合

②
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
：

急
性
の
病
気
で
薬
を
飲
む
必

要
の
あ
る
よ
う
な
方
は
、
そ

の
後
の
病
気
の
変
化
が
わ
か

ら
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
そ
の
日
は
見
合
わ
せ

る
の
が
原
則
で
す
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
含
ま
れ
る
成
分
に
よ
っ

て
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
※

を
起
こ
し
た
こ
と
が
明
ら
か

な
方

④
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
な

状
態
と
判
断
し
た
場
合

※
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
と

い
う
の
は
通
常
接
種
後
30
分

以
内
に
起
こ
る
ひ
ど
い
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
の
こ
と
で
す
。

発
汗
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
息

が
苦
し
い
な
ど
の
症
状
に
続

き
、
血
圧
が
下
が
っ
て
い
く

激
し
い
全
身
反
応
で
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
、
担

当
医
師
と
よ
く
相
談
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
方

①
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病

や
血
液
、
そ
の
他
慢
性
の
病

気
で
治
療
を
受
け
て
い
る
方

②
以
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
受
け
た
と
き
、
2

日
以
内
に
発
熱
、
発
疹
、
じ

ん
ま
し
ん
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー

を
思
わ
す
異
常
が
み
ら
れ
た

方
③
今
ま
で
に
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
方

④
今
ま
で
に
中
耳
炎
や
肺
炎
な

ど
に
よ
く
か
か
り
、
免
疫
状

態
を
検
査
し
て
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
成
分
ま
た
は
鶏
卵
、
鶏
肉
、

そ
の
他
鶏
由
来
の
も
の
に
対

し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

平成24年度　温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区
10月４日 室生・二面・吉野・蒲野・神浦

10月11日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・古江・
堀越・田浦・坂手

10月18日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・古江・
堀越・田浦・坂手

10月25日 西村・草壁・安田・橘・岩谷・当浜・
福田・吉田

※送迎は電話で当日の午前11時までにお申し込みくだ
さい。

※10月は西村～坂手が送迎地区となる日程が２回あり
ますが、９月中に実施ができなかった関係から、10
月中に２回実施することになります。

※飲酒をされた方、また体調不良などで運動が困難な
場合は参加をご遠慮ください。

※入浴時の介助等は出来かねますのでご了承ください。
申し込み先　健康づくり福祉課国保係　☎82－7038

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
と
は
違
っ
て
重
症
化
し
や
す
い
わ
が

国
最
大
の
感
染
症
で
す
。
早
め
の
予
防
接
種
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〜
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
〜

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
…
…
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元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！ （小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

今年のテーマ　 ～糖尿病予防レシピ～

キャベツとにんじんの
コールスロー

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
食塩相当量

66Kcal
　1.7ｇ
　1.7ｇ
　1.1ｇ

❖材　料（2人分）

❖作り方

キャベツ
にんじん
たまねぎ　

酢
砂糖
塩
マヨネーズ

調味料Ａ

4枚
１/2本
１/4個

大さじ1
小さじ1

小さじ1/3
小さじ1

キャベツ、にんじんは千切りにする。たまねぎはでき
るだけ薄くスライスする。
①に調味料Ａを混ぜ合わせてまわしかけ、和える。

①

②

と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

受
け
た
後
の
一
般
的
注
意
事
項

①
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分

間
は
、
急
な
副
反
応
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
師

と
す
ぐ
に
連
絡
を
取
れ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

② 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
副
反
応
の
多
く
は
24
時
間

以
内
に
出
現
し
ま
す
の
で
、

特
に
こ
の
間
は
体
調
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

③
入
浴
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
が
、
注
射
し
た
部
位
を
強

く
こ
す
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

④
接
種
当
日
は
い
つ
も
通
り
の

生
活
を
し
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
激
し
い
運
動
や
大
量

の
飲
酒
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

内
海
病
院
で
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
予
約
受
付

を
、
10
月
１
日
㈪
か
ら
開
始
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
受
付

で
予
約
す
る
か
、
平
日
の
16
時

か
ら
17
時
ま
で
の
間
に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

①
小
児
科

予
約
締
切　

生
後
6
か
月
か
ら

小
学
生
ま
で

12
月
14
日
㈮

　

中
学
生　
　
　

12
月
27
日
㈭

接
種
期
間　

10
月
15
日
㈪
〜
平

成
25
年
1
月
8
日
㈫

接
種
回
数　

生
後
６
か
月
か
ら

　

小
学
生
ま
で　

２
回

　

中
学
生　
　
　

１
回

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
、

定
期
の
予
防
接
種
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

②
内　

科

予
約
締
切　

12
月
21
日
㈮

接
種
期
間

　

11
月
５
日
㈪
〜
12
月
21
日
㈮

予
約
人
数　

１
日
50
人

接
種
回
数　

１
回

申
し
込
み
先

　

内
海
病
院

 　

☎
８
２
―
２
１
２
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

{

　

土
庄
中
央
病
院
で
は
、
よ
り

安
全
な
医
療
の
提
供
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
、

11
月
１
日
㈭
か
ら
電
子
カ
ル
テ

を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
外
来
受
診
の

受
付
方
法
が
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
受
付
開
始
時
刻

は
従
来
ど
お
り
で
す
。

①
初
め
て
診
察
を
受
け
る
方

　
・
1
階
「
総
合
受
付
」
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

②
再
診
の
方

　
・
1
階
玄
関
正
面
の
「
再
来
受

付
機
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
の
際
は
、
新
し
い
診
察

券
が
必
要
で
す
。

※
新
し
い
診
察
券
は
、
10
月
以

降
来
院
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

※
診
察
券
を
お
忘
れ
の
方
は
、

1
階
「
総
合
受
付
」
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

開
始
当
初
は
、
シ
ス
テ
ム
ト

ラ
ブ
ル
や
操
作
の
不
慣
れ
、
受

付
方
法
の
変
更
な
ど
で
診
察
時

間
や
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

土
庄
中
央
病
院

　

☎
６
２
―
１
２
１
１

電
子
カ
ル
テ
導
入
の
お
知
ら
せ

対
象
者　

　
・
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

　
・
満
60
〜
64
歳
で
、
慢
性
高
度

心
・
肺
・
腎
機
能
不
全
者
と

認
め
ら
れ
る
方

実
施
期
間　

　

10
月
〜
平
成
25
年
３
月
末

（
期
間
中
に
1
回
の
接
種
に

限
り
ま
す
）

実
施
方
法　

各
自
で
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
持

参
し
受
け
て
く
だ
さ
い
。
予

診
票
は
医
療
機
関
に
置
い
て

い
ま
す
。

費
用　
自
己
負
担
金
１
，８
０
０
円

＊
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ

る
の
は
、
1
回
の
み
で
す
。

2
回
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
あ
と
の
1
回
は
全
額
自

己
負
担
で
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◎
島
外
（
県
内
）
の
医
療
機
関

で
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課
・

健
康
づ
く
り
係
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　
「
予
防
接
種
法
」
に
よ
り
、
満
65
歳
以
上
の
方
と
、
満
60
歳
以
上
で

左
記
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
の
費
用
の
一
部
が
公
費
負
担
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
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９
月
10
日
に
町
内
で
セ
ア
カ

ゴ
ケ
グ
モ
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
突
か

れ
る
と
驚
い
て
死
ん
だ
マ
ネ

を
す
る
習
性
が
あ
り
、
攻
撃
性

も
無
く
お
と
な
し
い
蜘
蛛
で
す

が
、
強
い
毒
を
持
っ
て
い
ま
す

の
で
、
見
つ
け
て
も
絶
対
に
素

手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
体
の
特
徴

　

成
体
の
メ
ス
は
約
10
〜
15
㎜

で
、
全
体
的
に
黒
色
ま
た
は
濃

い
褐
色
で
す
。
特
に
腹
部
の
背

の
部
分
に
赤
色
の
帯
状
の
模
様

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

成
体
の
オ
ス
は
メ
ス
よ
り
小

さ
く
約
３
〜
５
㎜
で
、
腹
部
の

背
の
部
分
に
白
い
斑
紋
が
あ
り

ま
す
。

生
息
場
所

　

次
の
よ
う
な
、
日
当
た
り
が

良
く
暖
か
い
と
こ
ろ
や
、
昆
虫

な
ど
の
餌
が
豊
富
な
と
こ
ろ
に

生
息
し
て
い
ま
す
。

＊
花
壇
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

窪
み
や
穴

＊
排
水
溝
の
側
面
や
フ
タ
の
裏

側　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

駆
除
方
法

　

見
つ
け
た
ら
、
市
販
の
殺
虫

剤
を
か
け
る
か
、
靴
で
踏
み
つ

ぶ
し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

卵
嚢
（
卵
の
入
っ
て
い
る
袋
）

は
殺
虫
剤
の
効
き
が
薄
い
た

め
、
踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
却
し
て

く
だ
さ
い
。

咬
ま
れ
た
と
き
は

　

咬
ま
れ
た
と
き
は
針
で
刺
さ

れ
た
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
、
そ

の
後
、
咬
ま
れ
た
周
り
が
腫
れ
、

熱
く
な
り
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
全
身
に
広
が
り
ま
す
の

で
、
病
院
で
治
療
を
う
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

も
し
、
発
見
し
た
場
合
に
は

環
境
衛
生
課
（
☎
８
２
―
７
０

０
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
！

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
！

　

小
豆
島
町
で
は
人
権
・
同

和
問
題
の
啓
発
活
動
を
充
実

さ
せ
る
基
礎
資
料
と
し
て
、

２
０
１
１
年
７
月
に
意
識
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
無
作
為
に
抽

出
し
た
町
内
在
住
の
１
６
歳
以

上
の
１
，０
０
０
人
を
対
象
に
行

い
、
有
効
回
収
数
は
４
２
８
票

（
４
２・
８
％
）
で
し
た
。
主
な

調
査
項
目
は
①
人
権
問
題
に
つ

い
て
②
同
和
問
題
に
つ
い
て
③

人
権
啓
発
活
動
に
つ
い
て
で
し

た
。
調
査
を
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
の
一
部
を
、
こ

れ
か
ら
全
５
回
に
わ
た
っ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
、
基

本
的
人
権
に
関
す
る
意
識
の
調

査
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
香
川
県
調
査
「
平

成
21
年
度
県
政
世
論
調
査
」

人
権
関
連
の
法
律
や
取
り
組
み

で
知
っ
て
い
る
も
の

①
世
界
人
権
宣
言

　

５
６
・
８
％
（
５
６
・
６
％
）

②
人
権
週
間

　
（
12
／
４
〜
12
／
10
）

　

４
３
・
０
％
（
４
９
・
９
％
）

③
同
和
問
題
啓
発

　

強
調
月
間
（
８
月
）

　

３
１
・
３
％
（
３
６
・
８
％
）

④
小
豆
島
町
人
権
尊
重
の
町
宣

言　
　

２
６
・
２
％

⑤
香
川
県
部
落
差
別
事
象
の
発

生
の
防
止
に
関
す
る
条
例

　

２
４
・
３
％
（
１
９
・
３
％
）

若
い
世
代
は
、「
世
界
人
権
宣

言
」
な
ど
の
認
知
度
が
高
い
反

面
、「
小
豆
島
町
人
権
を
擁
護

す
る
条
例
」「
小
豆
島
町
人
権
尊

重
の
町
宣
言
」
な
ど
の
認
知
度

が
低
く
、
今
後
は
機
会
が
あ
る

ご
と
に
取
り
上
げ
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
権
問
題
で
特
に
関
心
の
あ
る

も
の

①
障
が
い
者
の
人
権

　

５
０
・
０
％
（
５
４
・
３
％
）

②
同
和
関
係
者
の
人
権

　

３
８
・
１
％
（
３
０
・
５
％
）

③
女
性
の
人
権

　

３
６
・
７
％
（
２
６
・
４
％
）

④
子
ど
も
の
人
権

　

３
３
・
４
％
（
３
２
・
６
％
）

⑤
高
齢
者
の
人
権

　

３
１
・
８
％
（
３
９
・
２
％
）

そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
に
身
近
な
人

権
問
題
に
関
心
が
高
い
こ
と
か

ら
、
今
後
の
人
権
啓
発
に
は
対

象
者
に
合
わ
せ
て
話
題
を
工
夫

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
対
策
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
１

人
権･

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ　
　

38

「
小
豆
島
町
人
権・同
和
問
題
意
識
調
査
」結
果
の
お
知
ら
せ（
第
１
回
）

　
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
浄
化

槽
法
が
昭
和
60
年
10
月
1
日
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
浄

化
槽
の
一
層
の
普
及
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
生
活
排
水
を
き
れ

い
に
す
る
な
ど
環
境
保
全
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

が
、
保
守
点
検
や
清
掃
を
正
し

く
行
わ
な
い
と
正
常
な
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
使
用

者
に
は
年
に
１
回
、
法
定
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
社
団
法
人
香
川
県

浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
検
案

内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
検
料
は
、
10
人
槽
ま
で
が

５
，２
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所
環
境
森
林

課　

☎
６
２
―
２
７
３
１

　

香
川
県
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
０
８
７
―
８
３
２
―
３
２
２
４

　

公
益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化

槽
協
会

　

☎
０
８
７
―
８
８
１
―
６
６
０
０

1010
月月
11
日
は
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」で
す

「
浄
化
槽
の
日
」で
す

メスの成体
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10月
October

く
ら
し
の
情
報

　

内
海
病
院

　
　

☎
８
２
―
２
１
２
１

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所
（
第
２
回
試
験
）

　

10
月
31
日
㈬

（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

 

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
介

護
老
人
保
健
施
設
に
勤
務
す
る

職
員
を
予
定
人
数
に
達
す
る
ま

で
継
続
し
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
看
護
師　
　
　
　

１
名
程
度

　
　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
25

年
に
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験

に
合
格
す
る
見
込
み
の
方

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

　

総
務
課　

☎
75
―
１
７
０
０

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　

☎
８
２
―
７
０
３
４

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所
（
第
２
回
試
験
）

　

10
月
31
日
㈬

（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
内

海
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
を
予

定
人
数
に
達
す
る
ま
で
継
続
し

て
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
助
産
師　
　
　
　

５
名
程
度

　
　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
助
産
師

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
25

年
に
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験

に
合
格
す
る
見
込
み
の
方

②
看
護
師　
　
　
　

５
名
程
度

　
　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
25

年
に
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験

に
合
格
す
る
見
込
み
の
方

募
集
期
間

　

平
成
25
年
3
月
8
日
㈮
ま
で

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課　

☎
75
―
１
７
０
０

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

募
集
団
地

　

赤
坂
団
地
１
０
２
号
室

募
集
戸
数　

１
戸

募
集
期
間　

10
月
２
日
㈫
〜

　

11
日
㈭

家
賃　

入
居
世
帯
の
所
得
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
資
格

①
小
豆
島
町
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
場
所
が
あ
る
方
で
現
に

住
宅
に
困
っ
て
い
る
事
が
明

ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
60
歳
以
上
の
方
・
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
【
手
帳
１
〜

４
級
】
な
ど
は
、
１
人
で
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を
差

し
引
い
た
月
収
額
が
収
入
基

準【
月
収
15
万
８
千
円
以
下
】

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

る
使
用
料
、
手
数
料
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
町
内
居
住
者
で
あ

る
連
帯
保
証
人
を
た
て
ら
れ

る
方
（
２
名
で
、
町
営
住
宅

に
入
居
し
て
い
な
い
方
）

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
方
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

入
居
者
の
決
定

　

公
開
抽
選
に
よ
り
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
管
理
係

（
☎
８
２
―
７
０
０
９
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
10
日
㈬

　

13
時
〜
16
時
30
分　

高
齢
者

の
生
活
・
健
康
等
に
関
わ
る

学
習
講
座
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど

　

17
時
〜
19
時　

シ
ニ
ア
劇
団

公
演
、
う
た
ご
え
ひ
ろ
ば
な
ど

　

10
月
11
日
㈭　

　

9
時
〜
12
時　

講
談｢

ふ
ま

じ
め
介
護　
か
く
語
り
き｣

（
田

辺
鶴
瑛
）・
文
化
企
画
な
ど

会
場　

ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ

　

ー
ル
、
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど

参
加
費　

1
日
１
，０
０
０
円

　
　
　
　

2
日
２
，０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
大
会
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
７
―
８
６
２
―
５
７
６
１
、

　
５
７
６
２

　

公
的
年
金
に
つ
い
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ
た
社

会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
12
日
㈮

　

10
時
〜
15
時

場
所　

池
田
庁
舎
第
3
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・

振
込
通
知
書
な
ど
の
他
、
ご

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で

き
る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る

際
に
は
、
委
任
状
お
よ
び
依

頼
を
受
け
た
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
物
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　
　

☎
８
２
―
７
０
０
５

募
集

R
ecru
itm
en
t

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

内
海
病
院
職
員
募
集

介
護
老
人
保
健
施
設
職
員
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

第
26
回
日
本
高
齢
者
大
会

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

相
談

A
d
v
ice
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８
時
30
分
〜
17
時

●
親
の
会

　

学
校
を
休
み
が
ち
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
（
父
母
、
祖
父

母
な
ど
）
が
悩
み
や
子
ど
も
と

の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
話
す

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
【
日
時
】　

毎
月 

第
３
金
曜
日

　

10
時
〜
12
時

※
都
合
で
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
少
年
育
成
セ
ン
タ

　

ー
内
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
若
竹
教
室
」

　

☎
６
２
―
６
２
０
０

　

裁
判
所
の
調
停
制
度
は
施
行

後
、
今
年
で
90
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
広
く
皆
さ
ん
に
調

停
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
裁
判
官
に
よ
る
調
停
制
度

の
説
明
や
身
近
な
問
題
を
題
材

と
し
た
模
擬
調
停
お
よ
び
庁
舎

見
学
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈭

　

14
時
〜
16
時
45
分

場
所　

高
松
家
庭
裁
判
所
４
階

大
会
議
室

定
員　

40
名
程
度

　

香
川
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

の
主
催
に
よ
り
、
不
動
産
鑑
定

士
が
土
地
・
建
物
等
の
不
動
産

の
価
格
や
土
地
取
引
に
関
す
る

相
談
に
無
料
で
応
じ
る
「
不
動

産
無
料
相
談
会
」
が
、
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
す
る
方
は
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
５
日
㈮

　

10
時
〜
16
時

場
所

　

①
高
松
会
場

　

香
川
県
庁
東
館
１
階
ロ
ビ
ー

　

②
丸
亀
会
場　

　

丸
亀
市
役
所
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
不
動
産
鑑
定
士

　

協
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
―
８
２
２
―
８
７
８
５

●
電
話
・
来
所
・
訪
問
相
談　

　
（
☎
６
２
―
６
２
０
０
）

　

学
校
を
休
み
が
ち
・
い
じ
め
・

進
路
な
ど
教
育
に
つ
い
て
小
・

中
・
高
校
生
や
保
護
者
か
ら
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
受
付
時
間
】　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）　

申
込
期
間　

10
月
１
日
㈪

〜
12
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

8
時
30
分
〜
17
時
）

申
し
込
み
方
法　

電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

達
し
た
時
点
で
受
付
を
締
め

切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
松
地
方
裁
判
所
総
務
課　

☎
０
８
７
―
８
５
１
―
１
５
３
７

日
時　

10
月
６
日
㈯

　

10
時
〜
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

１
階
視
聴
覚
室

内
容　

①
不
動
産
登
記
に
伴
う

土
地
建
物
調
査
・
測
量

②
税
金
に
関
す
る
問
題

③
官
公
署
の
許
認
可
、
届
出
手

続
④
不
動
産
登
記
・
法
律
相
談

（
小
額
訴
訟
、
破
産
等
）・

成
年
後
見

主
催 　

香
川
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
四
国
税
理
士
会
土

庄
支
部
・
香
川
県
行
政
書
士

会
・
香
川
県
司
法
書
士
会

日
時　

10
月
26
日
㈮

　

14
時
〜
15
時
30
分

場
所　

安
田
公
民
館
会
議
室

対
象
者　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治

療
し
て
い
る
方
の
家
族

内
容　

●
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ

い
て
の
知
識
・
情
報
の
提
供

　

●
こ
こ
ろ
の
病
気
を
治
療

し
て
い
る
方
の
家
族
が
集

ま
っ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

参
加
費 　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所　

保
健
福

祉
課
精
神
保
健
福
祉
担
当

　

☎
６
２
―
１
３
７
３

法
の
日
の
無
料
相
談

家
族
相
談
の
ご
案
内

不
動
産
無
料
相
談
会

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー｢

若
竹

教
室｣

か
ら
の
お
知
ら
せ

調
停
制
度
発
足
90
周
年
行
事

｢

調
停
で
つ
か
も
う
、

解
決
の
糸
口
を｣

　

本
町
で
は
、
昭
和
40
年
前
後

の
池
田
の
桟
敷
の
写
真
を
探
し

て
い
ま
す
。
写
真
を
お
持
ち
の

方
は
、
企
画
財
政
課
（
☎
７
５

―
１
８
０
０
）
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

池
田
の
桟
敷
の
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す

赤い羽根共同募金
今年もみなさまのご協力をお願いいたします。

期間 10月1日～12月31日
www.akaihane.or. jp

●赤い羽根データベース「はねっと」をご覧ください。

香 川 県 共 同 募 金 会
小豆島町共同募金委員会
☎82－5318・75－0018
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町内の
【8月】 発生状況

事故・火災・救急

（敬称略）

内海病院整備基金へ
　▷柴田　禮美（池田）
介護老人保健施設整備基金へ
　▷原田喜久子（西村）
小豆島オリーブ杯小学生バレーボ
ール大会実行委員会へ
　▷菅　　安幸（草壁本町）

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 8 51 43
負 傷 者 9 73 53
死 亡 者 0 1 0

火　　災 2 8 7
救　　急 70 464 458

寄　付

リサイクル情報
（８・９月受付分）

みなさんからの

【譲ります】

【求めます】

ベビーベッド
チャイルドシート

ベビーカー
アイロン
電動ミシン
夏・冬服上下（男の子用）120㎝～130㎝ 

無償
無償

無償
無償
無償
無償

10月　くらしのカレンダー

お買い物は
地元商店を
使いましょう

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

1日 月
2日 火
3日 水
4日 木
5日 金
6日 土
7日 日
8日 月
9日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
10日 水
11日 木 入浴サービス　　　　　　　　　　　　　　　　　豊寿園

こころの悩み相談　14：30～16：00　　小豆総合事務所　東館1階
12日 金 年金相談　　　　　10：00～15：00　 池田庁舎　第3会議室
13日 土
14日 日
15日 月
16日 火
17日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
18日 木
19日 金 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：15～10：30受付　池田公民館中山分館

　　　　　　　　　　　11：10～11：40受付　　　　蒲生公民館
　　　　　　　　　　　13：30～13：50受付　　　　　城山会館
　　　　　　　　　　　14：30～14：50受付　　　　二生公民館

20日 土
21日 日 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～11：30受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内海庁舎　　　　　　　　　　　13：30～14：30受付　　　　
22日 月 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～11：45受付　　　　草壁公民館

　　　　　　　　　　　13：45～14：00受付　　　神浦自治会館
　　　　　　　　　　　14：30～14：50受付　三都ふれあいセンター
　　　　　　　　　　　15：20～15：35受付　吉野地区集落センター
行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室

23日 火 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～10：15受付　　　　　　橘会館
　　　　　　　　　　　10：40～11：45受付　　　　福田公民館
　　　　　　　　　　　13：30～14：30受付　　　　西村公民館
　　　　　　　　　　　15：10～16：00受付 イマージュセンター
心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター

24日 水
25日 木 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成24年8月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　11：00～12：00
入浴サービス　　　　　　　　　　　　　　　　　豊寿園

26日 金 結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：30～11：10受付　　　　坂手公民館
　　　　　　　　　　　11：40～12：00受付　　　　古江公民館
　　　　　　　　　　　13：45～14：45受付　　　働く婦人の家
　　　　　　　　　　　15：30～15：50受付　　　　　草壁会館

27日 土
28日 日 献血　　　　　　　10：00～15：00受付　小豆島ふるさと村

結核・肺がん検診・大腸がん検診　10：00～12：00受付 （ふるさと商工まつり会場）
ふるさと商工まつり　9：00～16：00　　 小豆島ふるさと村

29日 月
30日 火
31日 水

}

}

}

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

今月の納税

●固定資産税
●国民健康保険税
●介護保険料
●後期高齢者医療保険料

3期

4期

納期限
10月31日㈬です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

}



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

小
川
憂
樹
夫
・
美　

華

苗

羽

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

川
口
益
一
76
ヤ
ヱ
子

池

田

武
部
好
廣
63
正

子

〃

平
岡
藤
一
91
英

典

〃

真
砂
伊
久
子

84
勝

美

〃

紙
谷
チ
ヱ
子

78
輝

久

中

山

小
笹
幸
子
89
美

雪

〃

船
波
加
壽
84
亀

夫

〃

山
元
貞
資
81
光

子

吉

野

中
村　

美
87
本

人

蒲

野

濵
口
貞
雄
91
本

人

〃

繁
本
ス
ミ
コ

81
輝

雄

西

村

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

川
井
忠ち

ゅ
う
た太

男
百
太
郎

神
懸
通

車
谷
蒼そ

來ら

女
将

宣

〃

友
永
杏あ

ん

美び

女
慎

吾

片

城

加
茂
柚ゆ

ず

奈な

女
和

博

安

田

平
木
大だ

い

智ち

男
一

也

苗

羽

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
婚　

姻　

（
１
組
）

◎
死　

亡　

（
21
人
）

◎
出　

生　

（
５
人
）

８
月
11
日
か
ら
９
月　

日
ま
で

人
動
の

き10

炭
山
ハ
ツ
ヱ

93

治

神
懸
通

髙
道
和
雄 

66
博

基
草
壁
本
町

萩　
テ
イ
コ

83
敏

幸

〃

明
田
榮
子
88
本

人

安

田

中
川
コ
ヨ
シ

91
繁

晴

〃

三
浦
太
郎
79
敏

子

当

浜

藤
井
ミ
ツ
ヱ

95
本

人

馬

木

塩
田　

潔
91
ハ
ツ
ヱ

苗

羽

髙
橋
チ
ヱ
ノ

90
本

人

〃

宮
本　

稔
82
本

人

福

田

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

2012.10 16

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,690
7,401
8,289
6,651

人
人
人
世帯

（△16人）
（△2人）
（△14人）

（△9）
（９月 1日現在（　）内は前月比）

あとがき
（編集を終えて）

▽
９
月
15
日
、
中
山
農

村
歌
舞
伎
の
舞
台
で
行

わ
れ
た「
〜
ア
ー
ト
＆
ゴ

ス
ペ
ル
ナ
イ
ト
ｉ
ｎ
小

豆
島
〜
」で
、
島
民
演
劇

「
二
十
四
の
瞳
」の
う
ち

の
数
場
面
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
場
面
の
上
演
と
は
い

え
、
本
番
ま
で
の
２
週
間
、
毎
日

数
時
間
の
練
習
に
励
む
皆
さ
ん
を

見
て
、
そ
の
熱
意
に
頭
が
下
が
り

ま
し
た
。

　

私
は
作
業
療
法
士
に
な
り
、

山
梨
県
の
病
院
に
就
職
し
ま

し
た
が
、
縁
が
あ
り
今
は
内
海

病
院
で
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
、
今
年
で
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
私
が
作
業
療
法
士
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
笑
顔
や

笑
い
声
が
絶
え
な
い
作
業
療
法

を
見
て
「『
良
薬
、
口
に
苦
し

…
で
な
く
甘
し
』で
は
な
い
か
」

と
感
銘
を
受
け
た
か
ら
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
と
い
え
ば
、
多
く

の
方
が
「
病
院
で
行
う
機
能
回

復
訓
練
」
等
と
連
想
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。し
か
し
近
年
で
は
、

障
が
い
の
発
生
を
予
防
す
る
事

や
、
個
人
の
生
活
環
境
に
対
応

し
て
継
続
的
に
提
供
で
き
る
支

援
シ
ス
テ
ム
を
地
域
に
作
る
事

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
活
き

活
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
院
内
だ
け
で
な
く
、
院

外
に
お
い
て
も
地
域
の
方
々
と

医
療
機
関
や
役
場
等
の
職
員
が

連
携
し
、
健
康
教
室
・
介
護
予

防
等
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。（
※
詳
し
く
は
内
海
病
院

や
町
役
場
の
高
齢
者
福
祉
課
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

実
際
に
私
が
担
当
し
た
方
の

話
で
す
。

　

Ａ
氏
は
、
病
前
に
趣
味
の
教

室
を
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

発
症
後
、
軽
い
障
が
い
で
は
な

い
為
に
「
教
室
を
閉
め
よ
う
」

と
考
え
ま
し
た
が
、
自
分
ら
し

い
人
生
を
歩
む
為
に
、
リ
ハ
ビ

リ
を
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も

障
が
い
が
完
全
に
無
く
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家

族
や
友
人
の
支
え
も
あ
り
、
教

室
を
再
開
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
Ａ
氏
の
ご
活
躍

は
、
家
族
や
友
人
の
活
力
・
笑

顔
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、Ａ
氏
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
の
生
活
が
活
性
化
し
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
ま
ず
は
身
近
に

お
ら
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
に
対
し
、
声
掛
け
や
お

手
伝
い
を
す
る
等
の
小
さ
な
事

か
ら
で
も
関
わ
り
を
持
っ
て
く

だ
さ
い
。
み
ん
な
が
お
互
い
を

支
え
合
え
ば
、
み
ん
な
の
生
活

が
活
性
化
し
、
そ
れ
ら
の
力
が

小
豆
島
を
支
え
、
や
が
て
は
小

豆
島
の
元
気
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。「
年
を
と
っ
た
」・「
障

が
い
が
あ
る
」
と
い
え
ど
も
萎

縮
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
方
々
一
人
一
人
の
力
を

合
わ
せ
て
、
あ
な
た
と
小
豆
島

を
元
気
に
！

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『
み
ん
な
が一人
の
為
に
、一人
が
み
ん
な
の
為
に

〜
あ
な
た
の
元
気
は
島
の
元
気
〜
』

田　

中　
　
　
雄ゆ
う

さ
ん

現
住
所　

古
江


